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利益追求

ビジネス視点での標準化意義

市場開拓
(グローバル化) 社会貢献

標準による安心安全担保
最新技術情報の収集
標準化連携・仲間作り
エコシステム開発
マルチオペレータ・ベンダー化

大量生産による低価格化
生産効率の向上
特許ライセンス収入
早期導入の先行者利益

 SDGs等への貢献
市場の公平・オープン化
相互接続性と品質保証
環境基準の順守
アクセシビリティ

標準化活動

標準化をビジネス戦略に組み込む経営判断

標準化活動に対する継続的投資

標準化人材の育成と活動者支援
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市場の創出
同一標準を採用する国や企業が増加す

ることにより、グローバル市場を創出

開発投資の効率化
標準化に準拠することによりそこへの

投資が削減し、新たな分野への開発に投
資可能

WTO 協定への準拠
加盟国の政府調達においては国際標準

に準拠することが義務化。

標準化ビジネス戦略 - 協調領域と競争領域
ビジネスには、標準化によりオープン化し、他社の参入を誘導
し、市場を拡大する協調戦略と、敢えて標準化をしないで他社
との差別化により市場のシェア獲得を目指す競争戦略がある

協調戦略 (標準化してオープン) 

市場規模の拡大

市場シェアの拡大
他社との差別化を図ることにより、製

品・サービスの占有率を拡大

知的所有権の確保
ノウハウ仕様のブラックボックス化や標

準仕様の実現手段に関する特許の確保によ
り他社との差別化
(特許の公開により、グローバル市場の拡
大とともに特許収入等の利益を確保する場
合もある。) 

競争戦略 (標準化しない) 

市場シェアの拡大

標
準
の
戦
略
的
活
用
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成功する標準化タイミングの変化

プロダクト
ライフサイクル
が極端に圧縮

【出典】H29 日本ITU協会セミナ：亀山先生講演資料より参考

 昨今の成功している標準化は、技術の成熟を待たず、新たな
市場の創造や新技術の萌芽を引き金として標準化活動を開始

 相互接続性を実現するための必要最小限の仕様化

 標準化が将来目標を示し、研究開発を先導し加速化

 市場に期待される期日までに標準化完了するタイムリー性
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標準化団体とビジネス展開

代表例 概要 特徴

デジュール標準 ITU, ISO, 
IEC,
ISO/IEC 
JTC1

・国レベル、公的位
置づけ

・透明かつ公平な手
続き

・中立、公平な標準として；
WTO/TBT協定が示す国際標準
の位置づけ

・大きな潜在市場をもつ途上国、
新興国への影響力あり

・審議に時間とコストがかかる

フォーラム標準 IETF, IEEE, 
W3Cなど

・複数の企業等で結
成

・開かれた標準化手
続きにより策定

・ビジネス戦略/企業連携との親
和性が高い

・スピーディな標準策定
・中立性、公平性なし

デファクト標準 グーグル社の
OS、アップル
社のOS

・標準化手続きなし
・市場で多くの人が
利用することで広
がったもの

・スピーディなビジネス展開
・独占の可能性
・膨大なリソースが必要、失敗
リスク大

ICTビジネスの展開においては、グローバル化と開発途上国
に影響力を持つデジュール標準、スピードやビジネス展開と
の親和性にまさるフォーラム標準、市場が決めるデファクト
標準化を戦略的に使い分けることが必要。
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ITU の概要

 1865年5月17日、国際電気通信連合（ITU）の基礎となる万国
電信条約が署名されてから創設154年の世界最古の国際機関

 政府（Member States)とプライベートセクター (Sector 
Members, Associates and Academia)間の国際協力の原則
に基づき創設され、電気通信の将来に影響を及ぼす様々な事項
について、コンセンサスを基本に協調して活動するグローバル
な集まり

 国際連合における無線と有線のICT標準に対応する専門機関であ
り、国際無線帯域の割り当て、衛星軌道の割り当て、ネット
ワークや情報通信技術をシームレスに相互接続する技術標準の
作成、途上国を含む世界中のICTアクセス改善などを実施

 ITU本部：ジュネーブ（スイス）

 会員: 主管庁: 193 ヶ国
700以上の民間会社会員・準会員
140以上のアカデミア・研究機関
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ITU-T(ITU電気通信標準化部門)の特徴
 ITU-Tの標準化作業は、電気通信標準化諮問グループ
（TSAG：Telecommunication Standardization 
Advisory Group)と 11個の研究委員会（SG: Study 
Groups） で行われる。

 ITU-T の標準化成果物は 勧告（Recommendations）

出版済み勧告（4000件以上）はだれでも無料で入手可能

民間機関(Sector Members) と主管庁(Member 
States)間の連携による成果

 寄書に基づく審議； Contributionベースの提案

 合意形態； 原則Consensusベースの決定

 最速の標準承認手続き (ITU-TにおけるAAP承認手順)

承認に要する平均時間: 9.5 週間

全勧告の90%以上 （2008-2016）がAAP承認手続き

 共通パテントポリシー： ITU-T/ITU-R/ISO/IEC間で共通
16 January 2019 9



ITU-T 2017-2020年研究会期のSG構成
SG等 SG活動内容 役職 氏名（所属） 備考

TSAG
ITU-Tにおける標準化活動の優先事項, 計画, 運営, 
財政及び戦略に関する検討

議長 Bruce Gracie（カナダ） 再任

ＳＧ２ サービス提供の運用側面及び電気通信管理 議長 Phil Rushton （英国） 新任

ＳＧ３
料金及び会計原則と国際電気通信・ICTの経済と政
策課題

議長 津川 清一 (KDDI) 再任

ＳＧ５ 環境, 気候変動と循環経済 議長
副議長

Maria Victoria Sukenik
（アルゼンチン）
高谷 和宏 (NTT)

新任

ＳＧ９ 映像・音声伝送及び統合型広帯域ケーブル網 議長 宮地 悟史 (KDDI) 新任

ＳＧ11 信号要求, プロトコル, 試験仕様及び偽造端末対策 議長 Andrey Kucheryavy(ロシア) 新任

ＳＧ12 QoEとQoS 議長
Kwame Baah-Acheamfour
（ガーナ）

再任

ＳＧ13
IMT-2020, クラウドコンピューティングと信頼
性の高いNW基盤設備を中心とした将来網

議長
副議長

Leo Lehmann（スイス）
後藤 良則 (NTT)

再任

ＳＧ14
伝送, アクセス及びホーム網のためのネットワーク
技術と基盤設備

議長
副議長

Steve Throwbridge（米国）
荒木 則幸 （NTT）

再任

ＳＧ16
マルチメディア符号化, システム及びアプリケー
ション

議長
副議長

Zhong Luo（中国）
山本 秀樹 （沖電気）

新任

ＳＧ17 セキュリティ 議長
副議長

Heung Youl Youm（韓国）
三宅 優 (KDDI)

新任

ＳＧ20 IoTとスマートシティ 議長
副議長

Nasser Al Marzouqi（UAE）
端谷 隆文 （富士通）

新任
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ITU-Tの新トレンド：Smart ABC

【注】第２回北米地域CTO会合のTSB局長のプレゼン資料からの引用

スマートは未来。
スマートは、生活の質、サービスの効率性、競争力を向上
させるために、IoTなどのICTと技術を革新的に利用。
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ITU-T Focus Groups

FG名 キーワード 議長・主要支持国

【FG-DPM 2017/3～】
Data Processing and 
Management to support IoT and 
Smart Cities & Communities

IoTスマート
シティデータ管理

Gyu Myoung Lee (KAIST、韓
国)・エジプト、サウジアラビア、
UAE、アルゼンチン、デンマーク、
英国など

【FG-DFC 2017/5～】
Digital Currency including Digital 
Fiat Currency

デジタル法定通貨
を含むディジタル
通貨

David Wimm (eCurrency、米
国）・コンゴ、セネガル、ルワンダ、
ウガンダ、ブルンディ、AICTO

【FG-DLT 2017/5～】
Application of Distributed Ledger 
Technology（DLT)

分散元帳技術応用 David Watrin(Swiss Com、スイ
ス)・ロシア、中国、韓国

【FG-ML5G 2017/11～】
Machine Learning for Future 
Networks including 5G

5Gを含む将来網の
ための機械学習

Slawomir STANCZAK
（Fraunhofer HHI、ドイツ）・
中国、韓国、ロシアなど

【FG-NET-2030 2018/7～】
Technologies for Network 2030

ネットワーク
2030将来網

Richard Li (Huawei、中国）・ロ
シア、米国（Verizon)

【FG-AI4H 2018/7～】
Artificial Intelligence for Health

AI活用Eヘルス Thomas Wiegang (Fraunhofer
HHI, Germany）・中国、WHO

【FG-VM 2018/7～】
Vehicular Multimedia

サービス高度化
自動車応用

Jun Harry (TIAA、中国）
TIAA:Telematics Industry Appli Assoc.

ITU-Tでは、将来課題及びSmart ABCに関わる新課題の発掘のため、
積極的にFG（Focus Group）を活用し、新分野展開にチャレンジ。
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ITU-Tにおける標準化ホットトピック

【注】第10回CTO会合のTSB局長のプレゼン資料からの引用

Roaming & 
OTTS

Emmy Award:
H.265 Video coding

Optics & FiberQoS/QoE
EMC/EMF

Quantum Safe
Security

Smart city

５G
mobile
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ITU-Tの新規加入会員の増加
 2017年以降、ITU-Tの新規加入会員数は増加しており、

ITU-Tの扱う課題領域が拡大しつつある。
 2018年1月から8月末で、11組織がセクターメンバー、

24組織がアソシエートメンバー(準会員)として加入。
新規会員として、二つの規制当局に加え、 MVNO（移
動仮想通信事業者）やMVNE（移動仮想通信サービス提
供者）などのOTTサービスプロバイダー、保険、金融、
UAV（無人航空機）製造者、テレマティクス/自動車企
業、インターネット企業、ユーティリティ・プロバイ
ダー、量子暗号および量子通信を専門とする企業などが
含まれる。

 ITU-Tの扱う課題とそれらを議論するメンバーが拡大す
る中で、これらの新規課題と新環境に対応していくため
の日本の対処検討が急務。

【注】 UAV: Unmanned Aerial Vehicle
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ITU-Tの新規 セクター会員（2018年9月）

 新規会員として、保険、金融、UAVメーカー、テレマティク
ス/自動車企業、インターネット企業、ユーティリティ・プ
ロバイダーなど新分野（非通信）の企業が加入。

 2018年9月までの時点で、セクター会員11社、準会員24社
が新規加入。
（各社ロゴは第10回CTO会合のTSB局長資料から引用）

China

United states
Common Market for Eastern and 
Southern Africa

France Germany

Nepal

India United Kingdom
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ITU-Tの新規 準会員（2018年9月）

SG9SG9 SG15

SG15

SG16 SG17 SG3

China MALAYSIA

SG17

JAPAN

SG3

ISRAEL

SG3

SG2

United States

SG11 SG15 SG15

CANADA

SG15 SG15

BOTSWANA

SG2

United Kingdom

Ireland

SG2

SG2SG2

Germany

SG15 SG15

Spain

SG3

France Netherlands

SG17

Switzerhland
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持続可能な開発目標（SDGs）
 2014年7月19日、国連機関の持続可能な開発目標に関する
オープン・ワーキング・グループ（Open Working Group 
on Sustainable Development Goals）は17目標から構
成されるSDGs案を承認。

 ITUはICTによるSDGs達成に貢献するため＃ICT4SDGを
推進。

16 January 2019
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SDGsに取り組む意義
 ESG（E:環境、S:社会、G:ガバナ

ンス）投資の考え方が広まる中で、
SDGsに関する企業の取組みは、企
業のCSR報告書や年次報告書にお
いて、SDGsと紐付けた説明や成果
を開示する程度に限定されている

 2017年3月9日、世界銀行はSDGs
実現を推進する企業の株価に連動す
る新たな世銀債を初めて発行

 本債権の金利は、Solactive社（ド
イツ）が算出するSDG世界株価指
数を構成する企業の株価と連動

 各銘柄はESG調査会社大手Vigeo
Eiris社（フランス）が開発した基
準をもとにSolactive社がリーダー
的な企業50社を選定

 トップ50銘柄中、日本企業はゼロ
https://www.slideshare.net/alcanne/vige
o-eiros-sdg-thema-per-company

http://www.worldbank.or.jp/debtsecurities/c
md/htm/press_release170309_SDGs_BNP.html

16 January 2019 19



SDGs実現を推進する企業とは
Vigeo Eiris社（仏）
が開発した基準をもと
に、Solactive社(独)
が選定するリーダー的
な企業50社の分析

選定企業の業種では
医療器具や医薬品を提
供する医療品・医療機
器メーカー、次いで消
費財を提供する化学
メーカー、インフラ企
業が続く

トップ50社の内訳は
欧(48%)米(36%)が
占め、日本企業はゼロ

日本企業のSDGsへの
戦略的取組強化が必要

トップ50社の国別分類

トップ50社の業種分類

ヨーロッパ ヨーロッパ
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超高臨場感ライヴ体験技術

事例1：ILE（Immersive Live Experience）

出典:TTCセミナー（2016-12-6）
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ILEのフレームワークの例

出典: NTT技術ジャーナル2018年10月号
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ILEの要素技術

出典: NTT資料「イマーシブテレプレゼンス技術Kirari!について」2015
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ILEの勧告化状況

勧告番号 タイトル 勧告化状況

H.430.1
Requirements for Immersive Live 
Experience(ILE) services（ILEの要求条件） 2018年7月

H.430.2

Architectural framework for Immersive
Live Experience(ILE) services
（ILEのアーキテクチャ・フレームワーク）

2018年7月

H.430.3

Service scenario of Immersive Live
Experience
（ILEのサービスシナリオ）

2018年7月
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宇宙線による通信装置のソフトエラー

事例2：通信装置のソフトエラー対策

出典: TTC Webサイト “通信装置のソフトエラー対策ITU-T国際標準制定”
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ソフトエラー発生による問題

①エラー

工場

④検査

⑤問題なし

③返却

オペレーションセンタ

②警報

警報なし

オペレーションセンタ
• 警報通知なし
• 故障箇所不明

①未再現故障

②サイレント故障

出典: “通信装置のソフトエラーの概要と標準化動向” TTCセミナー (2016年4月14日)
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ソフトエラーの増大

現在
地上の機器でも問題に・・・

昔
衛星や航空機で問題に・・・

出典: “通信装置のソフトエラーの概要と標準化動向” TTCセミナー (2016年4月14日)
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通信装置のソフトエラー対策の標準化活動開始

TTC (情報通信技術委員会)

ITU-T SG5 (環境、気候変動と循環経済)

EMCなど環境を扱うITU-T SG5にてソフトエラー対策に
関する新規標準化を提案し、勧告化作業開始が合意。
(2015年10月)

EMC標準化等を扱うTTCの伝送網・電磁環境専門委員会に
「通信装置のソフトエラーに関する標準化Adhoc」を開設。
国内キャリア、通信機器ベンダ、FPGAベンダ）と検討開始。
(2015年8月)

ソフトエラー対策標準化検討を提案
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通信装置のソフトエラー対策の勧告シリーズ

出典: TTC Webサイト “通信装置のソフトエラー対策ITU-T国際標準制定”
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通信装置のソフトエラー対策の勧告化状況

出典: “宇宙線による通信装置のソフトエラーの標準化動向” TTCセミナー (2018年7月6日)  

勧告番号 略称 タイトル 勧告化状況

K.124
概要
編

Overview of particle radiation effects on 
telecommunications systems
（通信装置の粒子放射線効果の概要）

2016年12月

K.131
設計
編

Design methodologies for telecommunication systems 
applying soft error measures
（通信装置のソフトエラー対策設計手法）

2018年1月

K.Supple
.11 

補足
編

Supplement to K.soft_des - Soft error measures for 
FPGA
（K.131補足資料 - FPGAのためのソフトエラー対策）

2018年9月

K.130
試験
編

Soft error test method for telecommunication equipment
（通信装置のソフトエラー試験手法）

2018年1月

K.139
基準
編

Reliability requirement of particle radiation effect for 
telecommunication systems
（通信装置の粒子放射線効果の信頼性要求基準）

2018年11月

K.138
評価
編

Quality estimation methods and application guidelines 
for mitigation measures based on particle radiation tests
（粒子放射線検査に基づく対策のための品質推定方法とアプリ
ケーションガイドライン）

2018年11月
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ICT分野における標準化活動の多様化：標準化
活動の変革への対応

 標準化意義の再確認

 マルチベンダ・マルチオペレータの相互接続性 ？

 新規のグローバル市場開拓（安心安全の確保） ？

 オープン化による協調戦略と競争戦略 ？

 エコシステムの実現・ビジネスの仲間作り ？

 社会貢献 ？

 ・・・・ ？

 標準化活動戦略

 標準化ターゲット

 標準化タイミング・到達目標

 仲間作り・グローバル連携

 活動リソースの確保

標準化成功事例からの教訓

16 January 2019 32



1．標準化の意義とビジネス戦略

2．ITU／ITU-Tの活用意義

3．SDGsへの貢献

4．TTCにおける標準化成功事例

事例1：ILE (Immersive Live Experience)

事例2：ソフトエラー

標準化成功事例からの教訓

5．まとめ

参考資料・付録

目次
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ICT分野における標準化活動の多様化：標準化
活動の変革への対応

① ITUの扱うICT分野も大きく変革しつつあるが、標準化によ
り、相互接続性と安心安全を確保する意義は不変

② 標準化はビジネスの一手段であり、ビジネスモデルの創造
に役立つ標準化活動の活用により、グローバル市場の創造、
ユーザを巻き込んだマーケティング活動の領域に拡大

③ 世界的な潮流となっているデジタル化・オープンイノベー
ションの一環としての標準化活動への転換が急務

④ 標準化対象の変化への対応（対象が上位レイヤに移行、ま
た、IoT/AIなどデジタルビジネスに関わるテーマが主体）

⑤ 標準化の成果物への評価が多様化（従来の「標準作成」だ
けでなく、標準化の場が、情報共有によるあらゆる知見、
発見、情報を包含できる新しい価値を創造してきている）

⑥ 標準化への参加層の拡大（技術者に加え、技術とビジネス
の両面から価値創造・事業戦略を企画する方々を巻込む）

⑦ ICT活用で繋がることによるSDGsへの貢献を強調

まとめ（標準化活動の多様化と変革）
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ご清聴ありがとうございました。

TTC ホームページ：
http://www.ttc.or.jp/

マエダブログ：
http://www.ttc.or.jp/maedablog/

お問合せ：
yoichi.maeda@s.ttc.or.jp
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1．標準化の意義とビジネス戦略

2．ITU／ITU-Tの活用意義

3．SDGsへの貢献

4．TTCにおける標準化成功事例

事例1：ILE (Immersive Live Experience)

事例2：ソフトエラー

標準化成功事例からの教訓

5．まとめ

参考資料・付録

目次
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国際連合最古の専門機関
1865年設立全権委員会議

ITU 理事会事務総局

参考：ITU 組織構成

ITU-T

世界電気通信標準化
総会 (WTSA)

ITU-R
世界無線通信会議(WRC/RRC)
無線通信総会(RA)

ITU-D

世界電気通信開発会議
(WTDC/RTDC)

電気通信標準化諮問
グループ （TSAG）
レビュー委員会
11 研究委員会

世界電気通信会議
(WCIT)

無線通信規制委員会
(RRB)

無線通信諮問グループ
(RAG)

6 研究委員会

電気通信開発諮問グループ
(TDAG)

2 研究委員会

TSB BR BDT

TSB: 電気通信標準化局

BR: 無線通信局

BDT: 電気通信開発局
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参考：ITU新体制（PP-18選挙結果）

ITU Secretary-General：再選

Houlin Zhao（中国)

ITU Deputy Secretary-General：再選

Malcolm Johnson（英国)

Director of ITU TSB（ITU-T)：再選

Chaesub Lee（韓国)

Director of ITU BDT（ITU-D）：新任、女性初

Doreen Bogdan-Martin（米国)

Director of ITU BR（ITU-R)：新任

Mario Maniewicz（ウルグアイ)
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https://u7035593.ct.sendgrid.net/wf/click?upn=FBm1yHLFchz0Inh7Qa0rzLpz5YgmpFM0Pj2beNxpyJLoxFKSjhuqx5TFLDXwKVeitFByz6pf4ZRsbgFC-2FtsEk6yE-2FqZ8c6ix1OZU1pOhmzbzlkequQYsQy4LmT6Ie0uM8aKJ7VgPsIvB4KGkDOIZ5g-3D-3D_Nj3jghHkpbkC4HEligvKPDS3d3XnZT8bgEWRNd3K-2FQF-2FmsqGj1hOvu4DJ5xhv9vUngRYf1ELZYRRJiNU9Upb9eIQkQItFIywEayZ2MjsfEGCAbCboC3ZOT6ftiT-2F8-2B-2BqKnKK3m3fabS2LFAKmg2xXQdw-2B5JnbJ346BNhUNo71MUeug8pX-2F2fqzg3WZaaX2GTs5I9vAqTaJSKD5XsOdE9Bwuv87wOL4cUGevkHgA-2BYvG1dt5v4Qo3S3QECevZ7rd33SPjIsEs57FOGJurFw5h4w-3D-3D
https://u7035593.ct.sendgrid.net/wf/click?upn=FBm1yHLFchz0Inh7Qa0rzLpz5YgmpFM0Pj2beNxpyJJ4y4Tl9FCaZfwB-2BSKeeqt4-2BO0BT1UY2yahywGZnYhaSiKRMLZyHBJ3vpVSMAQDKMY-3D_Nj3jghHkpbkC4HEligvKPDS3d3XnZT8bgEWRNd3K-2FQGEdzDdNhS0zG9-2BgdGryqZ0Qmxjp7Uwm892US-2FPqRiUZnNCCp-2BNAEifbbr69ryP-2BCrV-2BtaF0X1NofeGlBR52b2p0L8e4e361kJy9RTW8kWTBSmp3wFOTQLVwvR1GpeY-2Bbhgi4-2BMwmxIvrksREHx9qi0HJnyJZ-2FrkHHyKhjTvtMQCg2Yq9ELTHSq4GiJkhm8Vo2X35stQ9T-2BpObxrE0eXSq4TjsXbUcXXesTkkO9jB0CLA-3D-3D
https://u7035593.ct.sendgrid.net/wf/click?upn=FBm1yHLFchz0Inh7Qa0rzLpz5YgmpFM0Pj2beNxpyJJ4y4Tl9FCaZfwB-2BSKeeqt40op8FYemcxlc7tx4j9MM-2F2TCdmmt6pK4sRbNJcjGy5A-3D_Nj3jghHkpbkC4HEligvKPDS3d3XnZT8bgEWRNd3K-2FQGxGH22KZuGPXlhbDpk1h60I7zzkDY3ia8BQy-2FRLAWy45h0nkJsh5ycKJh8rsy-2FEqiZODFCdGiQZfpN3rAOzYrU-2F0fpCOWSBG0JoUiLoSIfPNT4Zt7mTImRPqd4ABpPNHSNAWLH7dX3luoIXFEbhsp5D4Z-2BbKaTpb99tt3YqbRGDKtMtBRbEtY7-2BtKD-2FJF-2BR-2FVal0etJjFg5zExlTwRxbDsm4ArSBK9K-2FY7cfjHdg5ehg-3D-3D
https://u7035593.ct.sendgrid.net/wf/click?upn=FBm1yHLFchz0Inh7Qa0rzNMazkShKW4bXLR55BcdZk1gQ5QWHbN063NGXTGxLlMe90YaiPVTArdwbsbMeXM40g-3D-3D_Nj3jghHkpbkC4HEligvKPDS3d3XnZT8bgEWRNd3K-2FQEXQcjyUfdr9KhtQYVeNDHfaHLzJJ-2FHONME00sGZMhyAFd-2ByHfVSyDUiVitS84nTRE12urkpRcOltBj1dlu51Q5eFHWl0zt6qIiVjkzpqaKbp4iIC8mv1QRA-2FZdVLYIJKTbA-2BJGfiiIw0tpXoIjYV3wQWpnqzdZnmzdNcVrbemsA99JyXklUdqr-2BO3gEuVOSHE21Nh8k-2FPhc9PjGO9tRpPZjz84jKDWXdukhQKwtw5Hdw-3D-3D
https://www.itu.int/web/pp-18/en/index.php
https://www.itu.int/


参考：ITU-T 組織構成

電気通信標準化諮問グループ
: TSAG

世界電気通信標準化総会
: WTSA

SG SG

作業部会

課題:  ラポータグループ

研究委員会

WP WP WP

Q
QQ

Q
QQ

電気通信標準化局
: TSB
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参考：ITU-Tにおける国別の全寄書数

16 January 2019

• 中国からの寄書数はITU-Tへの総寄書数の約3.5割を占めている。
• 日中韓からの寄書数はITU-Tへの総寄書数の約5.5割を占めている。

ITU-T 2017-2020研究会期の各SGの2回のSG会合データを集計
(2016年12月～2018年2月末)
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参考：ITU-T勧告のダウンロード数トップ10

16 January 2019

• 2017年のダウンロード上位10勧告は、光伝送と高速アクセス（SG15)、
映像符号化（SG16)、国際番号計画（SG2)が占め、例年の傾向と同様。

Rank Product Title Study Group Downloads

1 G.652 Characteristics of a single-mode optical 
fibre and cable

15 48484

2 H.264 Advanced video coding for generic 
audiovisual services

16 45635

3 E.164 The international public telecommunication 
numbering plan

2 38320

4 H.265 High efficiency video coding 16 28949

5 G.709/Y.1331 Interfaces for the optical transport 
network

15 26585

6 J.206 Architecture for an application control 
framework using integrated broadcast and 
broadband digital television

9 24808

7 G.984.1 Gigabit-capable passive optical networks 
(GPON): General characteristics

15 21280

8 T.803 Information technology – JPEG 2000 
image coding system: Conformance 
testing

16 18697

9 H.222.0 Information technology – Generic coding 
of moving pictures and associated audio 
information: Systems

16 18455

10 G.993.2 Very high speed digital subscriber line 
transceivers 2 (VDSL2)

15 15977
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参考：TTCとは

 創設1985年：NTTの民営化、通信市場の自由化を契機

 ミッション : 情報通信ネットワークに係る標準を作成する
ことにより、情報通信分野における標準化に貢献するととも
に、その普及を図る

 総務省に認定された国内の標準化機関（Standardization 
development Organization：SDO）・民間の非営利団体

 電気通信システム委員会の決定により、ITU-Tの全SG（SG
３とSG9を除く）とTSAG/レビュー委員会に対して、日本
からの寄書の事前審議を行い、日本の対処方針案を作成する
とともに、必要に応じて日本寄書の提案を電気通信システム
委員会に対して行うアップストリーム活動を付託されている

 TTC は、ITU-Tの勧告A.5、A.6により、ITU-T勧告が標準
参照できる組織として認定されている

【注】 勧告A.5：他の標準化機関の標準をITU-T勧告に参照引用するための一般的手続き
勧告A.6：各国や地域標準化機関とITU-Tとの間の情報交換や協力のための手続き
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参考：TTCの役割

HATS推進会議
高度通信システム相互接続通信会議

国際電気通信連合
(ITU)

国際標準化機関

新規課題の開拓

国際標準化提案
(アップストリーム)

国内標準化作業
(ダウンストリーム)

製品化、サービス開発
ICT市場、ICT活用領域

TTC標準・仕様書・
技術レポート作成
セミナー・TTC HP

3GPP・3GPP2
oneM2M 等

アジアとの連携
国際貢献

国内標準化団体

各種フォーラム

豊かな社会、産業の発展を
支えるICT基盤

新技術・新サービス

相互接続試験

普及推進活動
改善要望等

ＡＰＴ/ＡＳＴＡＰ
ＩＣＴの標準化に関するアジ
ア太平洋地域諸国との連携
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参考：TTC専門委員会構成

BSG: Bridging the Standardization Gap（標準化格差是正）
AI: Artificial Intelligence（人工知能）
M2M (Machine to Machine)
3GPP :3rd Generation Partnership Project(第3世代パートナーシップ・プロジェクト)
IoT: Internet of Things（モノのインターネット）
SC&C: Smart Sustainable Cities & Communities (スマートシティ&コミュニティ）
ILE:Immersive Live Experience（超高臨場感ライブ体験）
NetSoft（ネットワークのソフト化）
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TTC
(Japan)

ICU
(Russia)

ETSI
(Europe)

CCSA
(China)

TTA
(Korea)

APT

ISACC
(Canada)

TIA
(USA)

ATIS
(USA)

ARIB
(Japan)

TSDSI
(India)

参考：TTCと他SDOs/Forumとの連携

IEEE
(USA)

連携形態 連携機関名

賛助会員登録 APT/ASTAP

設立コア会員 CJK, GSC, oneM2M, 3GPPs

MoU/LoI協定書 ITU-T, ETSI,  ICU, IEEE, TSDSI, GISFI, etc

CJK oneM2M 3GPPsITU-T

16 January 2019 45



付録：TTC標準化教育テキスト

http://www.ttc.or.jp/study_std/

標準化教育ページで公開されている各テキスト、動画等は、
総務省からの委託により作成したものです。
テキスト等を複製する場合、講義やセミナー等で使用のため
にスライド形式等が必要な場合、TTCまでご相談ください。
また、標準化について学ぶ側、教える側双方からのご意見ご
感想もお待ちしております。
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標準化活動のための標準化教育テキスト(H29)

http://www.ttc.or.jp/study_std/
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http://www.ttc.or.jp/study_std/

標準化活動のための標準化教育テキスト(H26)
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